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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】高い耐熱変形性、改良された曲げ疲れ強さを有するポリカーボネート組成物を提
供する。
【解決手段】（Ａ）式（１ａ）で表される１以上の環状脂肪族ビスフェノールに基づく少
なくとも１種のポリカーボネート、８２～９９．５重量％、および（Ｂ）少なくとも一つ
のエチレンアルキルアクリレートブロックコポリマー、０．５～１８重量％を含有するポ
リカーボネート組成物。

【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）耐熱変形性を有し、式（１ａ）：
【化１】

　[式中、Ｒ１およびＲ２は互いに独立して、水素、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ

５～Ｃ６シクロアルキル、フェニル、またはＣ７～Ｃ１２アラルキルであり、ｎは４～７
の整数であり、Ｒ３およびＲ４は各Ｘで個々に選択的であり、互いに独立して、水素また
はＣ１～Ｃ６アルキルであり、Ｘは炭素であり、ただし、少なくとも１つのＸについて、
Ｒ４およびＲ４は同時にアルキルである。]
で表される１以上の環状脂肪族ビスフェノールに基づく少なくとも１種のポリカーボネー
ト、成分ＡおよびＢの総重量部にそれぞれ基づいて８２～９９．５重量％、および
　Ｂ）少なくとも一つのエチレンアルキルアクリレートブロックコポリマー、成分Ａおよ
びＢの総重量部にそれぞれ基づいて、０．５～１８重量％
を含有するポリカーボネート組成物。
【請求項２】
　Ｒ１およびＲ２は互いに独立して、塩素、臭素、メチル、フェニル、または水素であり
、ｎは４または５である請求項１記載のポリカーボネート組成物。
【請求項３】
　成分ＡがビスフェノールＡおよびビスフェノールＴＭＣのコポリカーボネートを含有す
る請求項１記載のポリカーボネート組成物。
【請求項４】
　組成物が成分ＡおよびＢの総重量部に各々基づいて、成分Ａ８９～９９重量部および成
分Ｂ１～１１重量部を含有する請求項１記載のポリカーボネート組成物。
【請求項５】
　成分Ｂのエチレン‐アルキル(メタ)アクリレートコポリマーが式（４）：

【化２】

　[式中、Ｒ５はメチルまたは水素であり、Ｒ６は水素またはＣ１～Ｃ１２アルキル基で
あり、ｎおよびｍは重合度である。]
で表されるエチレン‐アルキル(メタ)アクリレートブロックコポリマーである請求項１記
載のポリカーボネート組成物。
【請求項６】
　Ｒ６がメチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｔ－ブチ
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ル、イソブチル、ヘキシル、イソアミル、またはｔｅｒｔ－アミルである請求項５記載の
ポリカーボネート組成物。
【請求項７】
　重合度ｎ：重合度ｍの比が１：３００～９０：１０の範囲である請求項５記載のポリカ
ーボネート組成物。
【請求項８】
　さらに、成分ＡおよびＢの総重量部に基づいて、成分Ｃとして添加剤０～５重量部含有
する請求項１記載のポリカーボネート組成物。
【請求項９】
　請求項１記載のポリカーボネート組成物から得られた成形品、押出物、フィルムまたは
フィルムラミネート。
【請求項１０】
　少なくとも一つのポリカーボネートがコポリカーボネートである、請求項１記載のポリ
カーボネート組成物から得られた共押出層を含有する成形品、押出物またはフィルム。
【請求項１１】
　成形品、押出物、フィルムまたはフィルムラミネートが電子デバイスまたは装置のハウ
ジング部品、工具ハウジング、携帯電話、加熱／排気パネル、タコメーターのディスク、
装備ダイヤル、パネル、電気または電子デバイスのキーボード、レンズ、スクリーン／デ
ィスプレーカバー、ＬＥＤ用途、または自動車シート用フィルムである請求項１０記載の
成形品、押出物、フィルムまたはフィルムラミネート。
【請求項１２】
　電子デバイスまたは装置がスイッチボックスである請求項１１記載の電子デバイスまた
は装置のハウジング部品。
【請求項１３】
　界面法による一以上ポリカーボネートを配合する工程を含む請求項１記載のポリカーボ
ネート組成物の調製方法。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本願は２００９年１２月１２日に出願されたドイツ特許出願１０２０００９０５８１０
０．６の利益を主張し、それの全てをこの出願の中に導入する。
【従来技術】
【０００２】
　本発明は、高温で安定な少なくとも一つのポリカーボネートおよび少なくとも一つのエ
チレン‐アルキルアクリレートブロックコポリマーを含有する組成物に関する。本願はま
た、これらの組成物から得られる成形物または射出成形物品および押出物、ポリカーボネ
ート組成物を調製する方法および成形物や押出物に関する。これらのポリカーボネート組
成物は、高い熱安定性とともに、組成物から得られた材料から製造されるフィルムの曲げ
疲れ強さが改良される点で優れている。
【０００３】
　自動車のシートでは、エアーバッグの発射を制御できるフィルムを使用している。即ち
人の重さやシート位置に応じてエアーバッグが選択的に発射されるものである。これらの
フィルムは高温に安定なければならない、導電性ペーストを印刷してもかなり高い乾燥温
度を用いることができる。シート表面の曲げ応力により、フィルムは耐曲げ性に関して特
定の要求を付加的に満足しなければならない（曲げ疲れ強さ、ISO５６２５によるショッ
パー（Schopper）に基づく折り曲げ数（double fold number）によって決定）。
【０００４】
　フィルムの基材として高温に安定なポリカーボネートを使用することは知られている。
これらの製品は、バイエルマテリアルサイエンスAGからBayfolR１２０２として入手可能
であり、例えば拡声器膜に使用されている。
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【０００５】
　これらのフィルムは、その高い熱安定性の為に、上記の用途に好適であるが、耐屈曲性
が不十分でもある。
【０００６】
　エラストマーの添加によるポリマーの期待的特性を改善することも知られている。
【０００７】
　例えば、ＷＯ２００６／０１５７０Ａ１（特許文献１）には、ポリカーボネートに０．
１～５０重量％のエチレン－アルキルアクリレートコポリマーを混合したものが記載され
ている。この公報の材料は他の特性を保持したまま、高い流れ特性と高い衝撃強さを有し
ている。しかしながら、この公報には、所望の用途に必要な高温での安定なポリカーボネ
ートについては記載がない。この公報には折り曲げ数の改善は教示されていない。
【０００８】
　ＷＯ２００６／０４２６３８Ａ１には、エチレン－アルキルアクリレートコポリマーと
エチレン／ブチルアクリレート／グリシジルメタクリレートターポリマーとの組合せに変
性剤を添加することによるポリカーボネート／ＡＢＳブレンドの改良が開示されている。
この公報にも、本発明の組成物における高温で安定なポリカーボネートについての記載は
ない。
【０００９】
　ＥＰ３６２６４６Ａ２には、エラストマーと共に高い耐熱変形性を有するポリカーボネ
ート組成物を記載する。しかし折り曲げ数に関する改良特性は記載されていない。この公
報は、特に、本発明の用途における特定の変性剤が所望の目的をもたらすとの示唆を記載
していない。
【００１０】
　ＤＥ４００９７５９Ａ１には、より優れた相溶性を示す混合物を提供する方法として、
高い耐熱変形性を有するポリプロピレンとポリカーボネートとの混合を開示する。
【００１１】
　ＥＰ７２２９８４Ａ２には、高温で安定なポリカーボネートとエチレン、アクリレート
およびエポキシ官能性モノマーのターポリマーとの混合物が開示されている。ここでの効
果は、ポリカーボネートの応力亀裂抵抗および衝撃強さの改善であり、耐熱変形性は保持
されている。しかしながら、この出願は異なる特性の組成を記載している。
【００１２】
　この出願では、ポリカーボネート組成物（またはブレンド）は、添加剤を必要に応じて
添加してもよい２種以上のポリカーボネートの混合物を意味するものと理解される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】ＷＯ２００６／０１５７０Ａ１
【特許文献２】ＷＯ２００６／０４２６３８Ａ１
【特許文献３】ＥＰ３６２６４６Ａ２
【特許文献４】ＤＥ４００９７５９Ａ１
【特許文献５】ＥＰ７２２９８４Ａ２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　従来技術から出発して、高い耐熱変形性を有するポリカーボネート組成物を提供するこ
とが目的であり、その組成物改良された曲げ疲れ強さを有している。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明は、Ａ）高い耐熱変形性を有し、式（１ａ）：
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【化１】

　[式中、Ｒ１およびＲ２は互いに独立して、水素、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ

５～Ｃ６シクロアルキル、フェニル、またはＣ７～Ｃ１２アラルキルであり、ｎは４～７
の整数であり、Ｒ３およびＲ４は各Ｘで個々に選択的であり、互いに独立して、水素また
はＣ１～Ｃ６アルキルであり、Ｘは炭素であり、ただし、少なくとも１つのＸについて、
Ｒ３およびＲ４は同時にアルキルである。]
で表される１以上の環状脂肪族ビスフェノールに基づく少なくとも１種のポリカーボネー
ト、成分ＡおよびＢの総重量部にそれぞれ基づいて８２～９９．５重量％、および
　Ｂ）少なくとも一つのエチレン－アルキルアクリレートブロックコポリマー、成分Ａお
よびＢの総重量部にそれぞれ基づいて、０．５～１８重量％
を含有するポリカーボネート組成物を提供する。
【００１６】
　本発明の別の態様では、上記のポリカーボネート組成物において、Ｒ１およびＲ２が、
互いに独立して、塩素、臭素、メチル、フェニルまたは水素であり、ｎが４または５であ
るものである。
【００１７】
　本発明の別の態様では、成分ＡがビスフェノールＡおよびビスフェノールＴＭＣのコポ
リカーボネートを含有する上記組成物を提供する。
【００１８】
　本発明の更に別の態様は、組成物が成分Ａ８９～９９重量部および成分Ｂ１～１１重量
部（重量部は成分Ａおよび成分Ｂの合計量に基づく）を含有する上記組成物を提供する。
【００１９】
　本発明の別の態様は、成分Ｂのエチレン‐アルキル(メタ)アクリレートコポリマーが式
（４）：
【化２】

　[式中、Ｒ５はメチルまたは水素であり、Ｒ６は水素またはＣ１～Ｃ１２アルキル基で
あり、ｎおよびｍは重合度である。]
で表されるエチレン‐アルキル(メタ)アクリレートブロックコポリマーである上記ポリカ
ーボネート組成物を提供する。
【００２０】
　本発明の別の態様は、Ｒ６がメチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、ｓｅ
ｃ－ブチル、ｔ－ブチル、イソブチル、ヘキシル、イソアミル、またはｔ－アミルである
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【００２１】
　本発明の別の態様は、重合度ｎ：重合度ｍの比が１：３００～９０：１０の範囲である
上記のポリカーボネート組成物を提供する。
【００２２】
　本発明の別の態様は、さらに、成分ＡおよびＢの総重量部に基づいて、成分Ｃとして添
加剤０～５重量部含有する上記のポリカーボネート組成物を提供する。
【００２３】
　本発明の別の態様は、上記のポリカーボネート組成物から得られた成形品、押出物、フ
ィルムまたはフィルムラミネートを提供する。
【００２４】
　本発明の別の態様は、少なくとも一つのポリカーボネートがコポリカーボネートである
、上記のポリカーボネート組成物から得られた共押出層を含有する成形品、押出物または
フィルムを提供する。
【００２５】
　本発明の別の態様は、成形品、押出物、フィルムまたはフィルムラミネートが電子デバ
イスまたは装置のハウジング部品、工具ハウジング、携帯電話、加熱／排気パネル、タコ
メーターのディスク、装備ダイヤル、パネル、電気または電子デバイスのキーボード、レ
ンズ、スクリーン／ディスプレーカバー、ＬＥＤ用途、または自動車シート用フィルムで
ある上記の成形品、押出物、フィルムまたはフィルムラミネートを提供する。
【００２６】
　本発明の別の態様は、電子デバイスまたは装置がスイッチボックスである上記の電子デ
バイスまたは装置のハウジング部品を提供する。
【００２７】
　本発明の別の態様は、界面法による一以上ポリカーボネートを配合する工程を含む上記
のポリカーボネート組成物の調製方法を提供する。
【発明の効果】
【００２８】
　驚くべきことに、エラストマー状変性剤（モノマーの一つとしてエチレンを有するエラ
ストマー状ブロックコポリマー）を高温で安定なポリカーボネートに添加することが耐熱
変形性（ビカー軟化温度＞１６５℃）を大きく低下することなく、折り曲げ数（double f
old number）を改善することが解った。
【００２９】
　単にエチレン－アルキルアクリレートブロックコポリマーを添加することで、熱安定性
に対する高い要求を満足し、得られた材料から製造されるフィルムの曲げ疲れ強さを改善
することが可能となった。
【００３０】
　異なるフィルムの厚さにおいてショッパー（Schopper）による折り曲げ数を決定する曲
げ抵抗の測定に置いて、切り欠き衝撃強さ（nocched impact strength）に改良は曲げ抵
抗の改善と対応していないことが解った。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　本発明は、Ａ）高い耐熱変形性を有し、式（１ａ）：
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【化３】

　[式中、Ｒ１およびＲ２は互いに独立して、水素、ハロゲン（好ましくは塩素または臭
素）、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ５～Ｃ６シクロアルキル、フェニル、またはＣ７～Ｃ１２

アラルキル、好ましくはメチル、フェニルまたはＨで、特にＨであり、ｎは４～７、好ま
しくは４または５の整数であり、Ｒ３およびＲ４は各Ｘで個々に選択的であり、互いに独
立して、水素またはＣ１～Ｃ６アルキルであり、Ｘは炭素であり、ただし、少なくとも１
つのＸについて、Ｒ３およびＲ４は同時にアルキル、好ましくはメチルである。]
で表される１以上の環状脂肪族ビスフェノールに基づく少なくとも１種のポリカーボネー
ト（特に好ましくはビスフェノールＡおよびビスフェノールＴＭＣのコポリカーボネート
）、成分ＡおよびＢの総重量部にそれぞれ基づいて８２～９９．５重量％、好ましくは８
５～９９重量％、および
　Ｂ）少なくとも一つのエチレン－アルキルアクリレートブロックコポリマー、成分Ａ＋
Ｂの重量部にそれぞれ基づいて、０．５～１８重量％、好ましくは１～１５重量％、特に
好ましくは１～１１重量％、最も好ましくは１～１０重量％、
　Ｃ）要すれば、添加剤、成分Ａ＋Ｂの重量部にそれぞれ基づいて、０～５重量部、好ま
しくは０～２重量部、特に好ましくは０～１重量部、
を含有するポリカーボネート組成物を提供する。
【００３２】
　成分Ａ
　適当なポリカーボネートは、好ましくは高分子量、熱可塑性、Ｍｗ（重量平均分子量）
少なくとも１０，０００ｇ／モルを有する芳香族ポリカーボネートであり、式（１）

【化４】

　［式中、Ｒ１およびＲ２は互いに独立して、水素、ハロゲン（好ましくは塩素または臭
素）、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ５～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ６～Ｃ１０アリール（好まし
くはフェニル）、またはＣ７～Ｃ１２アラルキル（好ましくはフェニル－Ｃ１～Ｃ４アル
キル、特にベンジル）であり、ｎは４～７、好ましくは４または５の整数であり、Ｒ３お
よびＲ４は各Ｘで個々に選択的であり、互いに独立して、水素またはＣ１～Ｃ６アルキル
であり、Ｘは炭素であり、ただし、少なくとも１つのＸについて、Ｒ３およびＲ４は同時
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の２官能性カーボネート構造ユニットを含む。
【００３３】
　ポリカーボネートの出発材料は式（１ａ）
【化５】

　［式中、Ｘ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４およびｍは式（１）に記載のものと同意義である
。］
のジヒロドキシジフェニルシクロアルカンである。
【００３４】
　好ましいアルキル基は、メチルであり、ジフェニル置換Ｃ原子（Ｃ－１）に対してα位
にあるＸは好ましくはジアルキル置換でないが、一方Ｃ－１に対してβ位のアルキルジ置
換が好ましい。
【００３５】
　シクロ脂肪族基（式（１ａ）においてｍ＝４または５）における５および６環炭素原子
を有するジヒドロキシジフェニルシクロアルカン、例えば下記式（１ｂ）～（１ｄ）
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【化６】

のジフェノールが好ましく、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－３，３，５－ト
リメチルシクロヘキサン（式（１ｂ）においてＲ１およびＲ２がＨのもの）が特に好まし
い。ポリカーボネートは、式（１ａ）のジフェノールからドイツ特許出願ＤＥ３，８３２
，３９６Ａ１に従って調製されうる。
【００３６】
　ホモポリカーボネートの形成には、式（１ａ）の一つのジフェノールを用い、コポリカ
ーボネートの形成には式（１ａ）の複数のジフェノールを使用することが可能である。
【００３７】
　また、式（１ａ）のジフェノールは、高分子量、熱可塑性、芳香族ポリカーボネートの
調製には、他のジフェノール、例えば式（２）のもの：
　　　　　　　ＨＯ－Ｚ－ＯＨ　　　　　　　　　　　（２）
との混合物として用いてもよい。
【００３８】
　好適な式（２）の他のジフェノールは、Ｚが炭素数６～３０の芳香族基であるものであ
り、それは一以上の芳香環を有してもよく、置換されてもよく、かつ架橋部として式（１
ａ）またはヘテロ原子のもの以外の脂肪族基または環状脂肪族基を有してもよい。
【００３９】
　式（２）のジフェノールの例としては、ヒドロキノン、レゾルシノール、ジヒドロキシ
ビフェニル、ビ（ヒドロキシフェニル）アルカン、ビス（ヒドロキシフェニル）シクロア
ルカン、ビス（ヒドロキシフェニル）スルフィド、ビス（ヒドロキシフェニル）エーテル
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、ビス（ヒドロキシフェニル）ケトン、ビス（ヒドロキシフェニル）スルフォン、ビス（
ヒドロキシフェニル）スルフォキシド、α，α’－ビス（ヒドロキシフェニル）ジイソプ
ロピルベンゼンおよびそれらの核にアルキル化およびハロゲン化された化合物が挙げられ
る。
【００４０】
　これらのおよび更に好適なジフェノールは、例えばＵＳ－Ａ　３，０２８，３６５、２
，９９９，８３５、３，１４８，１７２、３，２７５，６０１、２，９９１，２７３、３
，２７１，３６７、３，０６２，７８１、２，９７０，１３１および２，９９９，８４６
；およびＤＥ－Ａ　１，５７０，７０３、２，０６３，０５０、２，０６３，０５２、２
，２１１，９５６；Ｆｒ－Ａ１，５６１，５１８；モノグラフ、「Ｈ．Ｓｃｈｎｅｌｌ，
　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｐｈｙｓｉｃｓ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅｓ
」　Ｉｎｔｅｒｓｃｉｅｎｃｅ　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓ、ニューヨーク、１９６４に記載
されている。
【００４１】
　好ましい他のジフェノールの例としては、４，４’－ジヒドロキビフェニル、２，２－
ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，４－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－
２－メチルブタン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロヘキサン、α、α－
ビス（４－ヒドロキシフェニル）－ｐ－ジイソプロピルベンゼン、２，２－ビス（３－メ
チル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（３－クロロ－４－ヒドロキシ
フェニル）プロパン、ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）メタン、２，
２－ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキフェニル）プロパン、ビス（３，５－ジメチ
ル－４－ヒドロキシフェニル）スルフォン、２，４－ビス（３，５－ジメチル－４－ヒド
ロキシフェニル）－２－メチルブタン、１，１－ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキ
シフェニル）シクロヘキサン、α，α－ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニ
ル）－ｐ－ジイソプロピルベンゼン、２，２－ビス（３，５－ジクロロ－４－ヒドロソキ
シフェニル）プロパンおよび２，２－ビス（３，５－ジブロモ－４－ヒドロキシフェニル
）プロパンが挙げられる。
【００４２】
　式（２）の特に好ましいビスフェノールの例としては、２,２－ビス（４－ヒドロキシ
フェニル）プロパン、２，２－ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）プロ
パン、２，２－ビス（３，５－ジクロロー４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，２－
ビス（３，５－ジブロモー４－ヒドロキシフェニル）プロパン、および１,１－ビス（４
－ヒドロキシフェニル）シクロヘキサンが挙げられる。
【００４３】
　特に、２,２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパンが好ましい。他のフェノール
類も個別にまたは混合物として使用してもよい。
【００４４】
　式（１ａ）のジフェノールと要すれば同時に使用してもよい式（２）の他のジフェノー
ルとのモル比（式（１ａ）／式（２））は（１ａ）１００モル％／（２）０モル％～（１
ａ）２モル％／（２）９８モル％；好ましくは（１ａ）１００モル％／（２）０モル％～
（１ａ）１０モル％／（２）９０モル％；および特に（１ａ）１００モル％／（２）０モ
ル％～（１ａ）３０ル％／（２）７０モル％であるべきである。
【００４５】
　式（１ａ）のジフェノール、要すれば他のジフェノールとの組み合わせから得られる高
分子量ポリカーボネートは公知のポリカーボネートの調製方法によって得られうる。種々
のジフェノールは、互いにランダムにまたはブロック的に結合していてもよい。
【００４６】
　本発明によるポリカーボネートは、それ自体公知の方法で分岐してもよい。分岐が望ま
しいのならば、少量、好ましくは０．０２～２．０モル％（使用されるフェノールの量に
基づく）の三官能若しくは三官能以上の化合物、特に３以上のフェノール性水酸基を有す
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るものを導入して縮合により分岐を公知の方法で達成してもよい。３以上のフェノール性
水酸基を有する分岐剤は、フロログルシノール、４，６－ジメチル－２，４，６－トリ（
４－ヒドロキシフェニル）ヘプタン－２－エン、４，６－ジメチル－２，４，６－トリ（
４－ヒドロキシフェニル）ヘプタン、１，３，５－トリ（４－ヒドロキシフェニル）ベン
ゼン、１，１，１－トリ（４－ヒドロキシフェニル）エタン、トリ（４－ヒドロキシフェ
ニル）フェニルメタン、２，２－ビス［４，４－ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロ
ヘキシル］プロパン、２，４－ビス（４－ヒドロキシフェニルイソプロピル）フェノール
、２，６－ビス（２－ヒドロキシー５－メチルベンジル）－４－メチルフェノール、２－
（４－ヒドロキシフェニル）－２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）プロパン、ヘキサ
［４－（４－ヒドロキシフェニルイソプロピル）フェニル］オルトテレフタル酸エステル
、テトラ（４－ヒドロキシフェニル）メタン、テトラ［４－（４－ヒドロキシフェニルイ
ソプロピル）フェノキシ］メタンおよび１，４－ビス［４’，４”－ジヒドロキシトリフ
ェニル）メチル］ベンゼンが例示される。他の三官能化合物は、２，４－ジヒドロキシ安
息香酸、トリメシン酸、塩化シアヌル酸および３，３－ビス（３－メチルー４－ヒドロキ
シフェニル）－２－オキソ－２，３－ジヒドロインドールが挙げられる。
【００４７】
　通常の濃度における単官能化合物はポリカーボネートの分子量の制限（制限自体は公知
である。）用の連鎖停止剤として機能する。好適な化合物の例としては、フェノール、ｔ
－ブチルフェノールまたは他のアルキル置換フェノールである。特に、少量の式（３）
【化７】

（式中、Ｒは分岐Ｃ８－および／またはＣ-９－アルキル基を表す。）
のフェノールが分子量の制限に好適である。
【００４８】
　アルキル基Ｒにおいて、ＣＨ３のプロトンの割合は、好ましくは４７～８９％であり、
ＣＨおよびＣＨ２のプロトンの割合は５３～１１％である。また、好ましくは、ＲはＯＨ
基に対してｏ－および／またはｐ－位に存在し、特に好ましくはオルト部分の上限は２０
％である。連鎖停止剤は一般に使用されるジフェノールに基づいて、０．５～１０モル％
、好ましくは１．５～８モル％である。
【００４９】
　ポリカーボネートは公知の方法における相境界法（Ｈ．Ｓｃｈｎｅｌｌ、「ポリカーボ
ネートの化学および物理」、ポリマー・レビュー、第ＩＸ冊、第３３頁以降、Ｉｎｔｅｒ
ｓｃｉｅｎｃｅ　Ｐｕｂｌ．１９６４年参照）により調製されてもよい。
【００５０】
　ここで、式（１ａ）のジフェノールは、水性アルカリ相に溶解されている。コポリカー
ボネートの他のジフェノールでの調製において、式（１ａ）のジフェノールおよび他のジ
フェノール、例えば式（２）のものの混合物が使用される。分子量の調整には、連鎖停止
剤、例えば式（３）のものを加えることもできる。次いで、ホスゲンとの反応を不活性有
機相、好ましくはポリカーボネート溶解有機相の存在下に相境界凝縮法によって行われる
。反応温度は０～４０℃である。
【００５１】
　要すれば付随的に使用された分岐剤（好ましくは０．０５～２．０モル％）は最初にア
ルカリ水相にジフェノールと導入するか、ホスゲン化の前に有機溶媒中に溶液において添
加してもよい。式（１ａ）のジフェノールおよび他のジフェノール（１ａ）の添加におい
て、そのモノ－および・またはビスクロロカルボン酸エステルもまた、付随的に使用して
もよく、これらは有機相に溶液で添加する。連鎖停止剤および分岐剤の量は、式（１ａ）
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および要すれば式（２）に対応するジフェノレート基のモル量に依存する。クロロカルボ
ン酸エステルの付随的な使用については、ホスゲンの量は公知の方法で減少されうる。
【００５２】
　連鎖停止剤、分岐剤およびクロロカルボン酸エステルの為の好適な有機溶媒は、例えば
、塩化メチレン、クロロベンゼン、特に塩化メチレンとクロロベンゼンの混合物である。
要すれば、使用される連鎖停止剤および分岐剤は上記溶媒中に溶解されうる。
【００５３】
　例えば、塩化メチレン、クロロベンゼンおよび塩化メチレンとクロロベンゼンの混合物
は相境界ポリ縮合用の有機相として使用される。
【００５４】
　例えば、ＮａＯＨ溶液は水性アルカリ相として使用する。ポリカーボネートの相境界法
による調製は一般的に触媒、例えば第３級アミン、特に第３級脂肪族アミン、例えばトリ
ブチルアミンまたはトリエチルアミンを用いて行われる。触媒は使用するジフェノールの
モルに基づいて、０．０５～１０モル％の量で使用される。触媒はホスゲン化の始まる前
、ホスゲン化の間若しくはその後でも添加される。
【００５５】
　ポリカーボネートは均一相における公知の方法、いわゆる「ピリジン法」および、ホス
ゲンの代わりにジフェニルカーボネートを使用する公知の溶融トランスエステル法によっ
て調製してもよい。
【００５６】
　別の溶融トランスエステル法において、相境界法のために既に記載した芳香族ジヒロド
キシ化合物が適当な触媒および要すれば溶融物中の添加剤によってカルボン酸ジエステル
でトランエステル化される。
【００５７】
　本発明において、カルボン酸ジエステルは、式（４）および（５）
【化８】

（式中、Ｒ、Ｒ’およびＲ”はそれぞれ独立して、Ｈ、要すれば分岐Ｃ１～Ｃ３４－アル
キル／シクロアルキル、Ｃ７～Ｃ３４アルカリールまたはＣ６～Ｃ３４アリールを示して
もよい。）
を有するもの、例えばジフェニルカーボネート、ブチルフェニルフェニルカーボネート、
ジブチルフェニルカーボネート、イソブチルフェニルフェニルカーボネート、ジイソブチ
ツフェニルカーボネート、ｔ－ブチルフェニルフェニルカーボネート、ジ－ｔ－ブチルフ
ェニルカーボネート、ｎ－ペンチルフェニルフェニルカーボネート、ジ（ｎ－ペンチルフ
ェニル）カーボネート、ｎ－へキシルフェニルフェニルカーボネート、ジ（ｎ－へキシル
フェニル）カーボネート、シクロヘキシルフェニルフェニルカーボネート、ジシクロヘキ
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シルフェニルカーボネート、フェニルフェノールフェニルカーボネート、ジフェニルフェ
ノールカーボネート、イソオクチルフェニルフェニルカーボネート、ジイソオクチルフェ
ニルカーボネート、ｎ－ノニルフェニルフェニルカーボネート、ジ（ｎ－ノニルフェニル
）カーボネート、クミルフェニルフェニルカーボネート、ジクミルフェニルカーボネート
、ナフチルフェニルフェニルカーボネート、ジナフチルフェニルカーボネート、ジ－ｔ－
ブチルフェニルフェニルカーボネート、ジ（ジ－ｔ－ブチルフェニル）カーボネート、ジ
クミルフェニルフェニルカーボネート、ジ（クミルフェニル）カーボネート、４－フェノ
キシフェニルフェニルカーボネート、ジ（４－フェノキシフェニル）カーボネート、３－
ペンタデシルフェニルフェニルカーボネート、ジ（３－ペンタデシルフェニル）カーボネ
ート、トリチルフェニルフェニルカーボネート、ジトリチルフェニルカーボネート、好ま
しくはジフェニルカーボネート、ｔ－ブチルフェニルフェニルカーボネート、ジ－ｔ－ブ
チルフェニルカーボネート、フェニルフェノールフェニルカーボネート、ジフェニルフェ
ノールカーボネート、クミルフェニルフェニルカーボネート、ジクミルフェニルフェニル
カーボネート、特に好ましくはジフェニルカーボネートである。
【００５８】
　上記カルボン酸ジエステルの混合物も使用可能である。
【００５９】
　カルボン酸ジエステルの量はジヒドロキシ化合物に基づいて、１００～１３０モル％、
好ましくは１０３～１２０モル％、特に好ましくは１０３～１０９モル％である。
【００６０】
　塩基性触媒、例えばアルカリ金属およびアルカリ土類金属ヒドロキシドおよびオキシド
、またはアンモニウム塩またはホスホニウム塩（以下、オニウム塩と呼ぶ。）を本発明に
おける上記文献に記載の溶融トランスエステル法に触媒として用いる。オニウム塩が好ま
しくは用いられ、特に好ましくはホスホニウム塩である。本発明においてホスホニウム塩
は以下の一般式（６）
【化９】

（式中、Ｒ１ー１４は、同一または異なって、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ６～Ｃ１０アリ
ール、Ｃ７～Ｃ１０アラルキルまたはＣ５～Ｃ６シクロアルキル、好ましくはメチルまた
はＣ６～Ｃ１０アリール、特に好ましくはメチルまたはフェニルであってよく、Ｘーは、
アニオン、例えばヒドロキシド、サルフェート、ハイドロジェンサルフェート、ビカーボ
ネート、カーボネート、ハライド、好ましくはクロライド、または式ＯＲ（式中ＲはＣ６

～Ｃ１４アリールまたはＣ７～Ｃ１２アラルキル、好ましくはフェニルである。）のアル
コレートであってよい。）
のものである。好ましい触媒は、テトラフェニルホスホニウムクロライド、テトラフェニ
ルホスホニウムヒドロキシド、テトラフェニルホスホニウムフェノレート、特に好ましく
はテトラフェニルホスホニウムフェノレートである。
【００６１】
　触媒はジフェノール１モルにもとづいて、１０ー８～１０ー３モル、特に好ましくは１
０ー７～１０ー４モルの量で用いられる。
【００６２】
　更に、触媒は単独、若しくは重合率を上げるためにオニウム塩を必要に応じて添加して
もよい。これらには、アルカリ金属およびアルカリ土類金属の塩、例えばリチウム、ナト
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はナトリウムのヒドロキシド、アルコキシドまたはアリールオキシドを包含する。最も好
ましくはナトリウムヒドロキシドおよびナトリウムフェノレートである。共触媒の量はナ
トリウムとして計算して、１～２００ｐｐｂ、好ましくは５～１５０ｐｐｂ、最も好まし
くは１０～１２５ｐｐｂであってよい。
【００６３】
　芳香族ジヒドロキシ化合物およびカルボン酸ジエステルの溶融中でのトランスエステル
反応は好ましくは２段階でおこなわれる。最初の段階では、芳香族ジヒドロキシ化合物お
よびカルボン酸ジエステルを８０～２５０℃、好ましくは１００～２３０℃、特に好まし
くは１２０～１９０℃で、大気圧下０～５時間、好ましくは０．２５～３時間で溶融化が
行われる。触媒を添加した後、オリゴカーボネートが芳香族ジヒドロキシ化合物とカルボ
ン酸ジエステルから真空（２ｍｍＨｇまで）中昇温（２６０℃まで）下モノフェノールの
蒸留によって調製される。このプロセスから主な蒸気がここでおこる。このように調製さ
れたオリゴカーボネートは重量平均分子量（ジクロロメタン中での相対溶液粘度またはフ
ェノール／ｏ－ジクロロベンゼンの等重量の混合物中での相対溶液粘度を測定して、光散
乱によって補正して決定される。）２０００ｇ／モル～１８０００ｇ／モル、好ましくは
４０００ｇ／モル～１５０００ｇ／モルの範囲を有する。
【００６４】
　第２段階では、ポリカーボネートは、温度２５０～３２０℃、好ましくは２７０～２９
５℃で、圧力＜２ｍｍＨｇで、ポリ縮合間で調製される。プロセスからの蒸気の残りはこ
こで取り除く。
【００６５】
　触媒は互いに２以上を組み合わせて使用してもよい。
【００６６】
　アルカリ金属およびアルカリ土類金属触媒の使用では、アルカリ金属およびアルカリ土
類金属触媒を後に（例えば、第２段階でのポリ縮合におけるオリゴカーボネート合成の後
）添加するのが有利である。
【００６７】
　芳香族ジヒドロキシ化合物およびカルボン酸ジエステルのポリカルボン酸を与える反応
は、本発明の方法ではバッチであるいは好ましくは連続的に、例えば撹拌タンク、薄層エ
バポレーター、落下フィルムエバポレーター、撹拌タンクカスケード、押出機、ニーダー
、単純ディスク反応器および高粘度ディスク反応器で行ってもよい。
【００６８】
　分岐ポリ－またはコポリカーボネートは多官能性化合物を用いて相境界法で同様に調製
される。
【００６９】
　ポリカーボネートは、好ましくは分子量Ｍｗ（ゲルクロマトグラフィーによって決定後
補正する、重量平均）少なくとも１０，０００ｇ／モル、特に好ましくは２０，０００～
３００，０００ｇ／モル、就中２０，０００～８０，０００ｇ／モルを有する。それらは
直鎖状または分岐鎖状であってよく、式（１ａ）のジフェノールに基づくホモポリカーボ
ネートまたはコポリカーボネートである。
【００７０】
　式（１ａ）のジフェノールを導入することによって、高い耐熱変形性を有する新規なポ
リカーボネートが形成され、それらはまた優れた他の特性をも有している。このことは、
特に式（１ａ）のジフェノールにおいて、ｍが４または５のもの、および同じ式（１ａ）
のジフェノールにおいて、Ｒ１およびＲ２が互いに独立して式（１ａ）に記載された意味
を有し、特にこのましくは水素であるものに基づくポリカーボネートに特に当てはまる。
【００７１】
　従って、特に好ましいポリカーボネートは式（１’）：
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【化１０】

　（式中、Ｒ１およびＲ２は式（１ａ）に記載された意味を有し、特に水素である。）
を有するユニットを含むものである。
【００７２】
　式（１ｂ）のジフェノールで、Ｒ１およびＲ２が水素のもの基づくポリカーボネートは
高い耐熱変形性に加えて、特に期待はしていなかった溶融時に優れた流れ挙動を示し、ハ
ロゲンを有さない下記の溶媒中で大変優れた溶解性を示す。
【００７３】
　他のジフェノール、特に式（２）のものと任意の組成によれば、ポリカーボネートの特
性を有利な方法で変化することが可能である。そのようなコポリカーボネートでは、式（
１ａ）のジフェノールは、ポリカーボネート中のジフェノールユニット１００モル％の総
量に対して、１００～２モル％、好ましくは１００～１０モル％、特に１００～３０モル
％の量で存在する。
【００７４】
　成分Ｂ
　本発明のエチレンーアルキル（メタ）アクリレートブロックコポリマーは一般式（４）
：

【化１１】

　（式中、Ｒ５はメチルまたは水素を示してもよく、Ｒ６は水素、またはＣ１～Ｃ１２ア
ルキル基を示してもよく、ｎおよびｍは重合度であり、Ｒ６は、好ましくはメチル、エチ
ル、プロピル、イソプロピル、ブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｔ－ブチル、イソブチル、ヘキ
シル、イソアミルまたはｔ－アミルである。）
で記載される。
【００７５】
　エチレンーアルキル（メタ）アクリレートコポリマーはランダム、ブロックまたはマル
チブロックコポリマーまたはこれらの構造の混合であってよい。
【００７６】
　エチレンーアルキル（メタ）アクリレートコポリマーの溶融流れ指数（２．１６Ｋｇ荷
重で１９０℃で測定）は、好ましくは０．０１～４０ｇ／（１０分）、特に好ましくは０
．１～１０ｇ／（１０分）である。
【００７７】
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　成分Ｃ
　本発明の組成物には、これらの熱可塑性材料に好適な添加剤、例えば、充填剤、ＵＶ安
定剤、ＩＲ安定剤、熱安定剤、荷電制御剤および顔料、着色剤を通常の量で添加しても良
い。要すれば、外添離型剤、流れ改良剤および／または防炎剤（例えば、アルキルおよび
アリールフォスファイト、フォスフェート、フォスファン、低分子量カルボン酸エステル
、ハロゲン化合物、塩、チョーク、石英粉、ガラスファイバーおよびカーボンファイバー
、顔料およびその組合せ、そのような化合物は例えば、ＷＯ９９／５５７７２、第１５～
２５頁および「プラスチック添加剤」、Ｒ．ＧｒａｅｃｈｔｅｒおよびＨ．Ｍｕｅｌｌｅ
ｒ、Ｈａｎｓｅｒ　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓ、１９８３年に記載されている。）を添加する
ことによって、離型性、流れ性能および／または防炎性を改良しても良い。
【００７８】
　適当な添加剤は、「プラスチック用添加剤ハンドブック」、Ｊｏｈｎ　Ｍｕｒｐｈｙ、
Ｅｌｓｅｖｉｅｒ、Ｏｘｆｏｒｄ、１９９９および「プラスチック添加剤ハンドブック」
、Ｈａｎｓ　Ｚｗｅｉｆｅｌ、Ｈａｎｓｅｒ、Ｍｕｎｉｃｈ、２００１年に記載されてい
る。
【００７９】
　適当な抗酸化剤および熱安定剤の例は、アルキル化モノフェノール、アルキルチオメチ
ルフェノール、ヒドロキノンおよびアルキル化ヒドロキノン、トコフェロール、ヒドロキ
シル化チオジフェニルエーテル、アルキリデンビスフェノール、Ｏ－、Ｎ－およびＳ－ベ
ンジル化合物、ヒドロキシベンジル化マロネート、芳香族ヒドロキシベンジル化合物、ト
リアジン化合物、アクリルアミノフェノール、β－（３，５－ビ－ｔ－ブチルー４－ヒド
ロキシフェニル）プロピオン酸のエステル、β－（５－ｔ－ブチルー４－ヒドロキシ－３
－メチルフェニル）プロピオン酸のエステル、β－（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒ
ドロキシフェニル）プロピオン酸のエステル、３，５－ジ－ｔ－ブチルー４－ヒドロキシ
フェニル酢酸のエステル、β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プ
ロピオン酸のアミド、適当なチオ協力剤、第２抗酸化剤、フォスファイトおよびフォスフ
ォナイト、ベンゾフラノンおよびインドリノンが挙げられる。
【００８０】
　有機フォスファイト、フォスフォネートおよびフォスファンが好ましく、特に有機機が
完全にまたは部分的に要すれば置換芳香族基を有するものがこのましい。
【００８１】
　ｏ／ｍリン酸、完全または部分エステル化フォスフェートまたはフォスファイトが重金
属やアルカリ痕跡の中和用の錯化剤として好適である。
【００８２】
　好適な光安定剤（ＵＶ吸収剤）は、２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾ
ール、２－ヒドロキシベンゾフェノン、置換および非置換安息香酸のエステル、あるキレ
ート、立体的にヒンダードアミン、オキサミドおよび２－（ヒドロキシフェニル）１，３
，５－トリアジンまたは置換ヒドロキシアルコキシフェニル、１，３，５－トリアゾール
、置換ベンゾトリアゾール、例えば２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベ
ンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’５’－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ベン
ゾトリアゾール、２－（２’ヒドロキシ－３’－ｔ－ブチル－５’－メチルフェニル）－
５－クロロベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’、５’－ｔ－ブチルフェ
ニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５’－ｔ－オクチル
フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’５’－ジ－ｔ－アミルフ
ェニル）ベンゾトリアゾール、２－［２’－ヒドロキシ－３’－（３”，４”，５”，６
”－テトラヒドロフタリミドエチル）－５’－メチルフェニル］ベンゾトリアゾールおよ
び２，２’－メチレンビス［４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－６－（２Ｈ
－イル）フェノール］が挙げられる。
【００８３】
　安定剤として、ポリプロピレングリコールは、単独またはスルフォンまたはスルフォン
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アミドと組み合わせて、ガンマー線の損害を防止するために用いても良い。
【００８４】
　これらの安定剤および他の安定剤を個別にまたは組み合わせて用いても良く、ポリマー
に前述の形態で添加しても良い。
【００８５】
　また、加工助剤、例えば離型剤、一般的に長鎖脂肪酸の誘導体を添加しても良い。例え
ば、ペンタエリスリチルテトラステアレートおよびグリセリルモノステアレートが好まし
い。これらは単独または混合物として、組成物の質量に基づいて、０．０１～１重量％の
量で使用される。
【００８６】
　好適な防炎添加剤はフォスフェートエステル（即ち、トリフェニルフォスフェート）、
レゾルシノールジリン酸エステル、ヨウ素含有化合物（例えば、ヨウ素化リン酸エステル
、ヨウ素化オリゴカーボネートおよびポリカーボネート）および好ましくはフッ素化有機
スルフォン酸の塩である。
【００８７】
　更に、着色剤、例えば有機染料または顔料または無機顔料、ＩＲ吸収剤を個別にまたは
混合物として、また安定剤、ガラスファイバー、（中空）ガラス球、無機フィラーと組み
合わせて添加しても良い。
【００８８】
　成形材料および成形体の製造
　本発明による熱可塑性成形材料は、各成分を公知の方法で混合し、好ましくは溶融物を
配合し、一般的なユニット、例えばインターナルニーダー、押出機および２軸スクリュー
装置中で２４０～３００℃の温度で溶融物を押し出すことによって製造される。
【００８９】
　ここの成分の混合は、公知の方法、例えば連続若しくは同時に約２０℃（室温）または
より高い温度で行っても良い。
【００９０】
　本発明は、また成形材料の製造方法、成形物の製造における成形材料の使用、および成
形物品自体に関する。
【００９１】
　本発明の成形材料は、種々の成形品の製造に用いられ得る。これらは射出成形、押出成
形およびブロー成形によって行われる。成形の更なる形態は、予め製造されたシートやフ
ィルムから熱成形することによって成形品を製造することである。
【００９２】
　フィルムおよびシートは、例えば成形材料を適当なユニット（例えば、２軸押出機）で
溶融し、適当なダイで溶融物を成型することによって製造しても良い。
【００９３】
　本発明によるポリカーボネートおよびコポリカーボネートは、要すれば他の熱可塑性材
料および／または一般の添加剤との混合物として、それを成型して梳毛の成形物および押
出物にしたのち、公知のポリカーボネートおよびコポリカーボネートを使用する場合に使
用しても良い。それらの特性的特徴の為に、それらはシート、マルチスキンシート、防眩
、拡散スクリーン、ランプカバーまたは光学データ保持材、例えばＣＤ、ＣＤ－Ｒ（Ｗ）
、ＤＶＤ、ＤＶＤ－Ｒ（Ｗ）等の基材材料として好適であり、また電子部品のフィルム、
自動車用構造体の成形品および安全セクターのカバーのシートとして使用しても良い。さ
らに本発明のポリカーボネートの可能な用途は、電子デバイスや装置のハウジング部品、
例えばスイッチボックス、ツールハウジング、携帯電話、加熱／ベンチレーションパネル
、タコグラフディスク、装置ダイヤル、電子および電気デバイスのパネルやキーボード、
レンズ、スクリーン／ディスプレーカバーおよびＬＥＤ用途および自動車シート用フィル
ムである。
【００９４】
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　上記に記載した文献のすべては、そのすべての部分をこの明細書中に導入する。
【００９５】
　本発明を実施する特定の構造を示し、記載するが、当業者は、その部分の種々の変形や
再配置を本発明の概念の精神と範囲から逸脱することなく、することが可能であり、それ
はまた以下に示しかつ記載された特定の形態に限定されるものではない。
【実施例】
【００９６】
　配合
　配合用装置は以下のものからなる：
　配合Ａ：成分秤量装置
　　　　　スクリュー直径２５ｍｍ（ＺＥ２５／５）を有するバーストルフ（Berstorff
）からの共回転ツインスクリューニーダー
　　　　　溶融押出物の成形用ダイ
　　　　　押出物を冷却および固化する水浴
　　　　　ペレット化機
　配合Ｂ：成分秤量装置
　　　　　スクリュー直径３２ｍｍ（ＺＥ２３）を有するクレックストラル（Clextral）
からの共回転ツインスクリューニーダー
　　　　　溶融押出物の成形用ダイ（おのおの３．２ｍｍの６つのホール）
　　　　　押出物を冷却および固化する水浴
　　　　　ペレット化機
　組成に関する限り、以下に記載する混合物は上記配合装置を用いて調製した。　
【００９７】
　射出成形
　機械的特性を調査するのに、対応標準に要求されるテスト標本を射出成形により製造し
た。各ペレットは乾燥し、真空乾燥オーブン中で１２０℃で５時間処理した。射出成形時
の溶融温度は３３０℃で、金型温度は１２０℃であった。
【００９８】
　フィルム押出
　フィルム押出Ａ
　厚さ１００μｍを有するフィルムを材料から押し出した。このために、クーネ（Kuhne
）からのフィルム押出機を使用し、材料を溶融温度２９０℃（クーネ３７、「チルロール
（chill roll）」）で処理した。
【００９９】
　フィルム押出B
　厚さ２５０μｍを有するフィルムを材料から押し出した。この目的のために、ブレーヤ
ー（Breyer）からのフィルム押出装置を用い、材料を溶融温度３００℃で処理した。
【０１００】
　使用したユニットは以下のとおりである：
　－直径（D）１０５ｍｍのスクリューおよび４１ｘDの長さを有する押出機。スクリュー
は脱揮発ゾーンを有する。
　－２５Ｄ長さおよび直径３５ｍｍのスクリューを有するカバー層を適用するための共押
出機
　－幅１５００ｍｍを有する特定共押出スロットダイ
　－水平ロール配置を有するスリーロールカレンダーで、第３ロールは水平に対して±４
５°にピボットされる。
　－ローラーコンベヤー
　－保護層を両側に適用する装置
　－テークオフ装置
　－巻きつけ位置
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【０１０１】
　ベース材料のペレットを押出機のフィードホッパーに供給した。各シリンダー／スクリ
ュープラスティケーティングシステムにおいて、各材料の溶融および移動を行う。ダイか
ら、溶融物をカレンダーに移動し、そのロールは表１に示した温度を有する。カレンダー
上で、最終の成形と材料の冷却を行う。その後、フィルムをテークオフから移動し、保護
フィルムを両側に適用し、フィルムを巻き上げる。
【０１０２】
（表１）
【表１】

【０１０３】
　機械的テスト
　ポリマーおよびポリマー組成物の溶融フロー速度（ＭＲＦ）はＩＳＯ１１３３、ＡＳＴ
Ｍ　Ｄ１２３８で決定し、溶融点はＩＳＯ３１４６、ＡＳＴＭ　Ｄ３４１８で決定する。
【０１０４】
　製造された材料の熱安定性は、ＩＳＯ３０６のビカー軟化温度によってテストされる。
【０１０５】
　ビカー軟化温度の決定において、プラスチックテスト標本（８０ｘ１０ｘ４ｍｍ）をホ
ルダー中に挟む。１ｍｍ２の断面および所定の衝撃力を有する平面進入チップを適用する
。サンプルに対する最適温度移動および均一増加加熱速度を確保することによって、進入
チップがプラスチックテスト標本の表面に深さ１ｍｍ侵入した温度を測定する。これがＩ
ＳＯ３０６のビカー軟化温度に対応する。
【０１０６】
　機械特性は切り欠き衝撃力よる例でテストされ、テストＩＳＯ１７９／１ｅＡにより２
３℃および－３０℃で行われる。
【０１０７】
　この目的のために、テスト標本（８０ｘ１０ｘ４）を標準切り欠き（Ｖ型のノッチ半径
０．２５ｍｍ）を供給し、二つの側サポートする（サポート間隔６２ｍｍ）。衝撃振り子
がノッチの高さでテスト標本の中心に当たる。テストユニットは所定の作動能力および所
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定の衝撃スピードを有する衝撃振り子装置からなる。
【０１０８】
　曲げ疲れ力をショッパー（Ｓｈｏｐｐｅｒ）による折り曲げ数で評価した。この目的の
ために、折り曲げ数は標準環境条件（２３℃、５０％相対湿度）でＩＳＯ５６２５により
決定した。
【０１０９】
　折り曲げは、折り曲げ線に沿ってテスト片を完全に両側に移動する。折り曲げ数はテス
ト片が標準荷重で標準環境条件下に破断をするのに必要な折り曲げ数である。
【０１１０】
　材料
　耐熱変形性を有するポリカーボネート：ここでは、耐熱変形性ＨＤＴ　Ａ１５９Ｃよび
ＨＤＴＢ１７４Ｃ（ＩＳＯ７５－１、－２で測定）およびＩＳＯ１１３３で測定した溶融
体積流れ速度１０ｍｌ／（１０分）を有するビスフェノールＡおよびトリメチルシクロヘ
キシルビスフェノール（バイエルマテリアル・サイエンスＡＧ、レーフェルクーゼンから
のＡｐｅＲ１８００）からなるコポリカーボネートを使用した。
【０１１１】
　エチレン－アクリレートコポリマー：ここでは、バッド・ホンブルグのデュポン・ド・
ネモース（ドイツ）ＧｍｂＨからのブロックコポリマーを使用した。使用したより詳細は
以下の表に記載する。
【０１１２】
　使用されたエチレン－アルキルアクリレートコポリマーの概要
（表２）
【表２】

【０１１３】
　さらに、比較のため（比較例１）、テキサス州ヒューストンのＫｒａｔｏｎ・Ｐｏｌｙ
ｍｅｒ・ＬＬＣからの「Ｋｒａｔｏｎ１６５１」として入手可能な結合スチレン比３０～
３３％（製造者データー、ＢＭＳ０４０７）、溶液粘度１．５Ｐａ・ｓ（製造者データー
、ＢＭＳ０３８０）および比重０．９１（ＩＳＯ２７８１による）を有する直鎖３成分ブ
ロックコポリマー（スチレン、エチレン、ブタジエン）を使用した。
【０１１４】
　比較例２は、エラストマー添加剤を含まない、ビスフェノールＡおよびトリメチルシク
ロヘキシルビスフェノール（バイエルマテリアル・サイエンスＡＧ、レーフェルクーゼン
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【０１１５】
　上記ユニット中に配合することによって、エラストマーコポリマーで高温で安定なポリ
カーボネートの混合物を表３中の組成によって調製した。
【０１１６】
（表３）
　実施例と比較例の配合と性能
【表３】

【０１１７】
　エラストマーの添加（実施例４、比較例１）により、高い耐熱変形性がすべての場合（
ビカー軟化温度＞１６５℃）で得られ、機械的特性（切り欠き衝撃強さ）が出発材料（比
較例２）（表３）と比べてかなりのレベルおよび改善されたレベルが得られた。
【０１１８】
　厚さ１００μｍ（配合Ａで調製されたベース材料、フィルム押出Ａ）および２５０μｍ
（配合Ｂで調製されたベース材料、フィルム押出Ｂ）を有するフィルムを上記方法によっ
て実施例材料から得た。Ｓｃｈｏｐｐｅｒによる折り曲げ数は、これらのフィルムで測定
した（表４および表５参照）。
【０１１９】
（表４）
　１００μｍフィルムで測定した折り曲げ数

【表４】

【０１２０】
（表５）
　２５０μｍフィルムで測定した折り曲げ数
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【表５】

【０１２１】
　実施例中に示されたように、エチレン－アルキルアクリレートエラストマーの導入だけ
が、曲げ疲れ強さの改良、ここではＳｃｈｏｐｐｅｒによる折り曲げ数の大きな増加をも
たらし、その場合耐室温と－３０℃での熱変形性や切り欠き衝撃強さは保持した。この効
果は別のエラストマーエチレンコポリマー（比較例１）では起こらず、非変性のポリカー
ボネートの場合では、高温で安定であった（比較例２）。
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